
１．ケース設定 

３．新木場駅の鉄道乗り継ぎ者数 

４．新木場駅で乗り継ぎの必要が無くなる利用者数 

※分析年次は平成３６年度 

０ 無し 現状 無し 現状

１ 有り

減便
　京葉線
  　ピーク時　２本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

　武蔵野線
  　ピーク時　１本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

現状
ピーク時　　　３本/時
オフピーク時　０～２本/時

現状

２ 有り

増便
　京葉線
   ピーク時　２本/時
   オフピーク時　０～１本/時

 武蔵野線
   ピーク時　１本/時
   オフピーク時　０～１本/時

現状
ピーク時　　　３本/時
オフピーク時　０～２本/時

現状

３ 有り 現状

減便
　京葉線
  　ピーク時　２本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

　武蔵野線
  　ピーク時　１本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

現状
ピーク時　　　３本/時
オフピーク時　０～２本/時

りんかい線の運賃
をＪＲ並み

４ 有り

増便
　京葉線
   ピーク時　２本/時
   オフピーク時　０～１本/時

 武蔵野線
   ピーク時　１本/時
   オフピーク時　０～１本/時

減便
　京葉線
  　ピーク時　２本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

　武蔵野線
  　ピーク時　１本/時
  　オフピーク時　０～１本/時

現状
ピーク時　　　６本/時
オフピーク時　０～４本/時

りんかい線の運賃
をＪＲ並み

現状

りんかい線 相互直通運転

現状

現状

京葉線（武蔵野線）

新木場駅～東京駅

現状

ケ
ー

ス
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直通
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運行本数

運　賃

蘇我～新木場駅

２．京葉線（武蔵野線）・りんかい線の乗降人員の推計 

蘇我駅 

りんかい線 

大崎駅 新木場駅 

京葉線（武蔵野線） 

潮見駅 

東京駅 

ケース 乗降人員

０ 266千人/日

１ 239千人/日

２ 259千人/日

３ 239千人/日

４ 234千人/日

ケース 乗降人員

０ 486千人/日

１ 523千人/日

２ 520千人/日

３ 575千人/日

４ 582千人/日

ケース 乗降人員

０ 1,119千人/日

１ 1,106千人/日

２ 1,130千人/日

３ 1,111千人/日

４ 1,119千人/日

ケース 乗降人員

０ 853千人/日

１ 867千人/日

２ 871千人/日

３ 873千人/日

４ 885千人/日

【蘇我駅～東京駅】 【蘇我駅～新木場駅】

０ ４８６千人/日 １，１１９千人/日 ８５３千人/日

１ 約８％増 約１％減 約２％増

２ 約７％増 約１％増 約２％増

３ 約１８％増 約１％減 約２％増

４ 約２０％増 ±０％ 約４％増

注）比較対象は「ケース０」

ケ
ー

ス

乗降人員の増減

京葉線（武蔵野線）
りんかい線

利用動向分析【平日】 

○ 相互直通運転を実施することにより、 

 京葉線とりんかい線の乗り継ぎの必要が無くなる利用者数は、 
 
  ケース１の相互直通運転の利用者 ： 約２２千人/日 

  ケース４の相互直通運転の利用者 ： 約４６千人/日 
 
 であると考えられ、 
 

   １日に 約２２千人～約４６千人 見込まれる。 

  

○ アンケート調査において、｢ホームや駅構内が混雑しており、円滑・快適に移動できない｣という回答が約８割を占めていたことから、相互直通運転の実施 
 による新木場駅での鉄道乗り継ぎ者を推計した。 

（１）乗り継ぎ人数について 
  相互直通運転の実施により、新木場駅での乗り継ぎ人数が減少する傾向となった。 
  また、新木場駅～東京駅間の運行本数を確保した場合（ケース２）や相互直通運転の運行本数を増やした場合（ケース４）では、乗り継ぎ人数が 
 更に減少する傾向があり、ケース４では現在（Ｈ２６）よりも乗り継ぎ人数が少なくなる結果となった。 
     

（２）相互直通運転の利用者数について 
  利用者数は、ケース１～３で１日あたり約２１千人～２３千人であり、運賃体系をＪＲ並みに変更しても大きな変動は見られなかったが、ケース４ 
 では約２倍の約４６千人となり、相互直通運転の運行本数に比例して利用者数が増える結果となった。 
   
（３）新木場駅の鉄道乗り継ぎ者について 

   相互直通運転を実施することにより、新木場駅での鉄道乗り継ぎ者が減少する見込みであり、特に、ケース４の場合では、平成２６年度 

  よりも５千人/日減少するという結果となった。 

   相互直通運転の運行本数を増やすことで、更なる減少が見込め、新木場駅の混雑緩和が期待できる。 

 

京葉線（武蔵野線） りんかい線 

有楽町線 

別紙２ 

京葉線 ⇔ 有楽町線

０ 67

１ 71

２ 68

３ 71

４ 73

年度 ケース
乗継人数
（千人/日）

Ｈ36

りんかい線 ⇔ 有楽町線

０ 9

１ 10

２ 9

３ 10

４ 10

年度 ケース
乗継人数
（千人/日）

Ｈ36

合　計

Ｈ26 117

０ 133

１ 127

２ 123

３ 130

４ 112

年度 ケース
乗継人数
（千人/日）

Ｈ36

京葉線 ⇔ りんかい線

蘇我方面→新木場 東京方面→新木場

０ 53 4 －
１ 63 5 22 (2.7)

２ 62 5 21 (2.3)

３ 67 5 23 (2.7)

４ 70 5 46 (5.9)

（　）内はりんかい線を通過する利用者

Ｈ36

うち相互直通運転利用者
（千人/日）

年度 ケース
京葉線（武蔵野線）利用者（千人/日）

備        考

○ 相互直通運転を実施することにより、京葉線（蘇我駅～新木場 

 駅）の乗降人員は約２％～４％増加する。 

  また、りんかい線の乗降人員は約７％～２０％増加する。 

  特に、りんかい線をＪＲ並みの運賃とすることにより、りんか 

 い線の乗降人員は大きく増加する。 

注）乗降人員の数値は、各駅での乗降人員の矢印で示した区間毎の合計 


